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論 文 内 容 要 旨          
 平面素子によるビームフォーミングアンテナは、ミリ波無線通信や広域無線センサネットワークなどで応用が期待されて
いる技術である。多くの国で免許不要帯である 60GHz体ミリ波無線通信（日本:57-66GHzアメリカ:57-64）は、数 Gbpsの無線
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図１ 利得変動解析結果 
表１ ダブルスロットフェイズドアレイアンテナ 
移相器調整工数比較 
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